






1.若年性関節リウマチ管理指導表の作成に関する検討 

 若年性関節リウマチ(以下JRAと略す)は乳幼児期から16才未満の高齢学童期にかけて発

症するので,学童期における教育活動についてかなりの障害が発生する。JRA 患者の多くは

その期間の長短こそあり,欠席・休学などの学校教育の一時的禁止が止むなくなったり,た

えて通学しても体育,クラブ活動,特別教育活動の禁止や制限が生ずる。従って医師による

適切な JRA患者の管理指導が患者の健康管理のみならず将来予測される関節変形による身

体障害の発生の予防,予後の適正化につながってくる。こうした目的で今回「若年性関節リ

ウマチ管理指導表」の作製を試みた。腎疾患などに対するものと異なり,JRA 患者において

は全身症状に加えて個々の罹患関節の炎症の程度,部位についても配慮を加える必要があ

り,当然複雑なものになってくる。管理指導要領としては「若年性関節リウマチ管理指導表」

「管理区分についての目安」「体育の基準」の三表に分けられており,なお体育の指導上の

内容検討のために各学年毎の学習内容分析を付配した。 


